
ペットの為の生活習慣対策、考えたことありますか？ 
大切な家族同然のペットにも、ストレスや悪生活習慣があるのです。 

 
 

ソフトジェルキューブマット    Prima-li    



ideaは、人間のみならず、ペットの為の生活習慣対策製品にも力を注いでおります。 
 

机上の考案ではなく、獣医師から上がってくるリアルなペット達に必須な健康対策DATAを基に、 
余すことなく、可能な限り、ペットが置かれている住環境も考慮し、製品化をしております。 

 
家族の一員のペットにも、人間同様の「あったらいいな」をお届けいたします。 

ideaの新たな取り組み 



しまペットCLINIC監修 【ソフトジェルキューブマットーPrima-li：プリマーリ】  
 
我々人間でもそうですがペットの世界でも住環境はとても大切。 
 
そんな、ペットの住環境も熟知したプロの獣医さんだからわかること・・・ 
 
そこで我々ideaは、しまペットCLINIC様とのコラボレーションとして 
本製品を製作させていただきました。 
 

きもちいい 
にゃぁ～♪♪ 

一般的に販売されている低反発マット ソフトジェルキューブマット Prima-li 

ソフトジェルキューブマット－Prima-li（プリマーリの最大の製品特徴) 

一般の市販品の低反発素材との比較で、ほぼ赤い高荷重の分が無く体圧がかかっていない事がわかります。 
  
このことからソフトジェルキューブマット－Prima-liは絶大的な体圧分散をクッション機能で行っていることが明確で、 
人間や動物でも長時間の着座、横たわり姿勢等には適していると判断されます。 
 
・夏はひんやり、冬はあたたかく 
 
・製品自体は世界的な技術、安全、証明サービスを行うドイツの安全規格「TÜV Rheinland」を通っており、 
  万が一動物たちが口にしても問題ないようになっています。 
 

ペットとお出かけするとき、普段寝ているいつものクレートやベッドの上に敷いてお使いいただけます!! 



【ソフトジェルキューブマット  Prima-li：プリマーリ 】 ベース製品  

寸法：30cm×50cm×1.5cm(厚さ） 
重量：約900g 
おねしょ、爪掻きにも対応可能な防水カバー付 
小型犬のクレートなどに入るサイズです。 
折り曲げることも出来ますので、多少クレートやベッドが小さくても大丈夫です） 
 
価格：￥16.200(税込) 
 
 
 
しまペットCLINICオリジナルモデル!! 
かわいらしい、おねしょ、爪掻きにも対応可能な防水カバー付 
動物にやさしいオールハンドメイド天然素材カバー付 
http://shimapetclinic.cart.fc2.com/ 
 
価格：￥17.280(税込) 
 

カバーの裏にはカイロや 
アイスバックが収納可能な 
ポケット付き！！ 

http://shimapetclinic.cart.fc2.com/
http://shimapetclinic.cart.fc2.com/
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http://blog-imgs-96-origin.fc2.com/s/h/i/shimapetclinic/20160810194150d94.jpg


ソフトジェルキューブマットーPrima-li：プリマーリの考案経緯 
 
 
往診診療をスタートして今年で５年。 
 
往診のご依頼は生まれたばかりの子犬子猫の健康診断から、若い子の胃腸疾患や皮膚疾患、シニアの子の慢性疾
患まで様々です。 
 
ご自宅での診療になりますので、当然寝たきりのシニアの子たちにも出会う機会がたくさんあります。 
 
一方で若い子でもお留守番中や寝る時はケージもしくはクレートに入っている子がたくさんいます。 
 
お散歩もバギーやバッグに入っている子がたくさんいます。また、日本では公共交通機関を利用する時は必ずクレート
などに入れる必要があります。 
 
体重の軽い小型犬ですら、寝たきりになったことにより床ずれができるのだから、若い子であったとしても長時間クレート
の中にいる、もしくは長時間狭いケージの中にいることによる障害は少なからずあるだろうなぁとずっと気になっていました。 
 
獣医師であれば誰もが一度は経験したことのある「床ずれ」、体を動かすことのできなくなった動物たちが、自分の体重
の負荷により、皮膚が圧迫され血行障害が起き、皮膚壊死が起きてしまうことです。 
 
また、床ずれだけではなく、関節を動かすことができないことにより、関節可動域が極端に狭くなり、関節炎や関節障
害が起きてくるケースもたくさんあります。 
 
大型犬のみならず、小型犬も多くの子たちが若くして、膝蓋骨脱臼や股関節疾患、椎間板ヘルニア、様々な関節炎
に伴う血行障害が起きています。 
 
であれば、せめて動物たちがクレートの中にいる時、ケージの中にいる時、自分のベッドで休んでいる時、お留守番をし
ている時、少しでも関節や皮膚への負担が少なくできるものはないだろうかと考え、この度、人の現代予防製品・医療
介護用用品を手がける株式会社ideaにお願いをし、マットを作製していただきました！ 
 
お出かけするとき、普段寝ているとき、ぜひいつものクレートやベッドの上に敷いていただきたいマットです。 

idea アライアンスパートナー 
 
往診専門動物病院 
しまペットCLINIC 院長 堀江志麻 氏 


